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特集　委員会の改選について
5月臨時会・6月定例会議決結果・討論

意見書

議案審議の流れ

委員会の活動

ここが知りたい！一般質問

きかせて！あなたの夢

令和 7年 8月 1 日発行

まちの声を、未来へつなぐ。
今、私たちから。

市議会が一丸に！ Are you ready T シャツで議会開催
鹿嶋市議会では、地域のスポーツチームである鹿島アントラーズを応援するため、全
員が議会開会日とホームゲームの試合日に Are you ready T シャツを着用しています。 



City Council ReStartリスタート!
都市経済委員会

特集

経済振興部、都市整備部、農業委員会
に関することを審査・調査します。

委員長 佐藤　信成

副委員長 笹沼　康弘

委員

根崎　　彰

田口　　茂

山口　哲秀

栗林　京子

舛井　明宏

内野　敬仁

中薗　　薫

議会運営委員会
議会運営に関することを協議します。

委員長 佐藤　信成

副委員長 立原　弘一

委員

池田　芳範

小池みよ子

山口　哲秀

菅谷　　毅

笹沼　康弘

中薗　　薫

加勢　　誠

議員定数・報酬・政務活動費
調査特別委員会

議員定数、議員報酬、政務活動費に
かかわる事項について、調査・研究
を行います。

委員長 横山　揚久

副委員長 中薗　　薫

委員

栗林　京子

舛井　明宏

内野　敬仁

樋口　龍章

斉藤　裕樹

加勢　　誠

広報広聴委員会

議会改革特別委員会

市議会の広報広聴に関することを担
当しています。議会だよりの企画立
案・編集も行っています。

議会改革にかかわる事項について、 
調査・研究を行います。

委員長 宇田　一男

副委員長 田口　　茂

委員

根崎　　彰

栗林　京子

舛井　明宏

内野　敬仁

横山　揚久

樋口　龍章

斉藤　裕樹

委員長 山口　哲秀

副委員長 菅谷　　毅

予算決算常任委員会
予算や決算に関することを審査・調
査します。
※委員は議長を除く全議員です。

道の駅整備等による
地域経済活性化検討協議会

地域の特性を活かした観光客の誘致、
地域経済の活性化及び地方創生につな
がる道の駅整備等について検討協議を
行います。

会長 河津　　亨

副会長 笹沼　康弘

委員

菅谷　　毅

横山　揚久

中薗　　薫

樋口　龍章

斉藤　裕樹

加勢　　誠

委員長
内野　敬仁 根崎　彰 宇田　一男 中薗　　薫佐藤　信成副委員長

加勢　誠
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City Council 新たな

総務生活委員会

文教厚生委員会

議会構成で
5月16日に開催された臨時会で、常任委員会や

議会運営委員会、本紙の編集を行っている広報広
聴委員会などの構成が決まりました。今後の2年
間はこの議会構成で、それぞれ所管の委員会活動
を行っていきます。

ＤＸ・行革推進室、政策企画部、総務部、市民生活
部、会計課、監査委員事務局に関すること、また、他
の委員会が担当しないことを審査・調査します。

健康福祉部と教育委員会に関することを審査・調
査します。

議長
内田　政文

委員長
栗林　京子

委員長
舛井　明宏

内田 政文

池田　芳範

田口　茂

立原　弘一

菅谷　毅

山口　哲秀

横山　揚久

笹沼　康弘

小池みよ子

河津　亨

副委員長
斉藤　裕樹

副委員長
樋口　龍章

副議長
河津　亨
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  5 
臨時会

月

  6 
定例会

月

令和7年度鹿嶋市一般会計補正予算（第1号）などについて審議
5月16日、令和7年第1回臨時会が開催されました。市長から提出された3件の議案を審議しました。
議決結果は次のとおりです。

令和7年度鹿嶋市一般会計補正予算（第2号）などについて審議
6月6日から6月24日までの19日間、令和7年第2回定例会が開催されました。市長から提出された7件の議案や議会
へ提出された1件の請願、委員会から提出された1件の意見書を審議しました。議決結果は次のとおりです。

市長から提出された議案3件

議案第31号
令和7年度鹿嶋市一般会計補正予
算（第1号）

346万円を追加（総額244億6,346万円） 原案可決

報告第2号
専決処分について（鹿嶋市税条
例の一部を改正する条例）

地方税法等の一部が改正され、軽自動車税（種別割）に係る二輪
車の車両区分等を見直すため、条例の一部を改正したので、地方
自治法第179条第3項の規定により、議会の承認を求めるもの。

原案承認

報告第3号
専決処分について（鹿嶋市国民
健康保険税条例の一部を改正す
る条例）

地方税法施行令の一部が改正され、低所得世帯に対する国民健康
保険税の軽減措置を拡大するため、条例の一部を改正したので、
地方自治法第179条第3項の規定により、議会の承認を求めるも。

原案承認

市長から提出された議案7件

議案第32号
令和7年度鹿嶋市一般会計補正予
算（第2号）

1億2,240万5千円を追加（総額245億8,586万5千円） 原案可決

議案第33号
令和7年度鹿嶋市国民健康保険特
別会計補正予算（第1号）

29万7千円を追加（総額64億5,078万4千円） 原案可決

議案第34号
鹿嶋市総合福祉センターの設置
及び管理に関する条例の一部を
改正する条例

鹿嶋市総合福祉センター内の老人福祉センターについて、現状の運
営実態に合わせて施設機能を見直し、一般の市民も活用できる施設
へと転換を図るほか、新たに特定備品の料金を徴収するため、条例
の一部を改正するもの。

原案可決

議案第35号 財産の減額譲渡について
旧第一教職員住宅の土地及び建物を不動産鑑定評価額より減額して
譲渡することについて、地方自治法第96条第1項第6号の規定によ
り、議会の議決を求めるもの。

原案可決

議案第36号
鹿島地方事務組合規約の変更に
ついて

鹿嶋市及び神栖市との可燃性一般廃棄物の広域処理に関し、ごみ
固形燃料化施設（広域鹿嶋RDFセンター及び広域波崎RDFセン
ター）の稼働停止に伴い、解体に関する経費の支弁方法を定めるた
め、鹿島地方事務組合規約の一部を変更するもの。

原案可決

議案第37号 市道路線の認定について 開発行為に伴い帰属された宮中地内の道路1路線を認定するもの。 原案可決

議案第38号
令和7年度鹿嶋市一般会計補正予
算（第3号）

2億2,847万7千円を追加（総額248億1,434万2千円） 原案可決

議会に提出された請願1件

令和7年
請願第2号

ひきこもり基本法の制定を求める
ための意見書採択を求める請願書

ひきこもりの高齢化・長期化が深刻化する中、支援が行き届かない
世代も多いため、すべての世代が適切な支援を受けられるよう、
「ひきこもり支援基本法」の制定を国に強く求めるもの。

採択

委員会から提出された議案1件

意見書
第1号

ひきこもり基本法の制定を求める
意見書

地方自治法第99条の規定に基づき国会及び関係省庁へ意見書を提出
するもの。→詳細は6ページへ!

原案可決
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賛成 = ○、反対 = ×、棄権 = △、欠席 = —   ※内田政文議長は、採決に加わりません。

5 月臨時会・6 月定例会議員賛否一覧表

賛否が分かれた議案の
賛 否 結 果

未来かしま
公明

かしま

日
本
共
産
党

幹会 有志の会

栗
林　

京
子

根
崎　

彰

池
田　

芳
範

小
池　
み
よ
子

笹
沼　

康
弘

内
野　

敬
仁

中
薗　

薫

樋
口　

龍
章

山
口　

哲
秀

横
山　

揚
久　

立
原　

弘
一

宇
田　

一
男

菅
谷　

毅

舛
井　

明
宏

佐
藤　

信
成

田
口　

茂

河
津　

亨

斉
藤　

裕
樹

加
勢　

誠

5 月臨時会　議案第 31 号　
令和 7 年度鹿嶋市一般会計補正予
算（第 1 号）

〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

6 月定例会　議案第 34 号　
鹿嶋市総合福祉センターの設置及
び管理に関する条例の一部を改正
する条例

〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

今
回
の
補
正
予
算
の
一
因
と
な
っ
た
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
の
疑
い
が
あ
る
事
案
の
発
生
は
、誠

に
残
念
な
こ
と
で
あ
り
、心
に
傷
を
負
っ
た
職

員
の
方
に
は
、心
よ
り
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ

た
い
。

し
か
し
、本
件
に
つ
い
て
は
、加
害
者
と
さ

れ
る
議
員
が
事
実
を
認
め
、被
害
者
と
の
主
張

に
食
い
違
い
も
な
い
こ
と
か
ら
、市
の
調
査
に

よ
り
既
に
全
容
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
と

認
識
し
て
い
る
。
そ
う
し
た
状
況
の
中
で
、第

三
者
委
員
会
の
設
置
に
約
3
0
0
万
円
も
の

公
費
を
投
じ
る
こ
と
に
は
疑
問
が
あ
る
。以
上

の
よ
う
な
思
い
を
持
ち
な
が
ら
も
、今
回
は
議

会
が
市
に
調
査
を
委
ね
て
い
る
経
緯
を
踏
ま

え
、本
議
案
に
は
賛
成
と
す
る
。

今
回
の
件
に
つ
い
て
は
、深
く
反
省
し
て
い

る
。
調
査
に
対
し
て
は
、素
直
に
、そ
し
て
正

直
に
す
べ
て
を
お
話
し
、全
容
解
明
に
協
力
す

る
姿
勢
で
臨
ん
で
き
た
つ
も
り
で
あ
る
。
今

後
も
、さ
ら
に
明
ら
か
に
な
る
こ
と
が
あ
れ

ば
、引
き
続
き
協
力
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

そ
の
う
え
で
、第
三
者
委
員
会
の
設
置
に
約

3
0
0
万
円
と
い
う
多
額
の
費
用
を
か
け
る

こ
と
に
は
強
い
疑
問
を
感
じ
て
い
る
。で
き
る

こ
と
な
ら
、組
織
内
で
対
応
で
き
な
か
っ
た
の

か
と
い
う
思
い
が
あ
る
。私
は
全
面
的
に
調
査

に
協
力
す
る
姿
勢
を
前
提
と
し
つ
つ
も
、今
回

の
予
算
の
使
い
方
に
つ
い
て
は
賛
同
し
か
ね

る
た
め
、本
議
案
に
は
反
対
と
す
る
。

本
条
例
は
、
鹿
嶋
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

に
設
置
さ
れ
た
入
浴
施
設
を
老
朽
化
を
理
由

に
廃
止
し
、
あ
わ
せ
て
通
信
カ
ラ
オ
ケ
や
陶

芸
窯
な
ど
の
備
品
に
新
た
な
利
用
料
を
設
定

す
る
内
容
で
あ
る
。
た
し
か
に
施
設
の
老
朽

化
は
否
め
な
い
が
、
入
浴
は
生
活
に
欠
か
せ

な
い
も
の
で
あ
り
、
た
と
え
利
用
者
が
限
ら

れ
て
い
た
と
し
て
も
、
安
易
に
切
り
捨
て
る

べ
き
で
は
な
い
。
代
替
案
も
示
さ
れ
な
い
ま

ま
の
廃
止
は
、
生
活
権
の
一
方
的
な
侵
害
で

あ
る
。
老
朽
施
設
の
維
持
管
理
が
困
難
で
あ

る
こ
と
は
理
解
す
る
が
、
施
設
の
老
朽
化
は

予
測
可
能
で
あ
り
、
適
切
な
対
応
を
怠
っ
た

行
政
の
責
任
は
重
い
。
今
回
の
廃
止
は
、
鹿

嶋
市
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
全
体
を
後
退
さ
せ
る

動
き
と
し
て
看
過
で
き
な
い
た
め
、
本
条
例

の
改
正
に
は
反
対
と
す
る
。

議
案
第
31
号 

令
和
7
年
度
鹿
嶋

市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
1
号
）

議
案
第
31
号 

令
和
7
年
度
鹿
嶋

市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
1
号
）

議
案
第
34
号　

鹿
嶋
市
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
修
正
す
る
条
例

賛
成
賛
成      

反
対
反
対

反
対
反
対

佐
藤
佐
藤  

信
成
議
員

信
成
議
員

立
原
立
原  
弘
一
議
員

弘
一
議
員

立
原
立
原  

弘
一
議
員

弘
一
議
員

討論
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内閣府が 2023 年 3 月に公表した「子ども・若者の意識と生活に関する調査」によ
ると、ひきこもり状態にある人は 15 歳から 64 歳までの年齢層で約 2%、146 万人に
上ると推計されています。これにより、幅広い世代のニーズに対応した支援の必要性
が明らかになっています。また、KHJ 全国ひきこもり家族会連合会の調査などによれ
ば、ひきこもり状態にある人のうち 40 代と 50 代が全体の 4 割を占め、ひきこもり
期間が 10 年以上に及ぶケースが最も多いことなどから、ひきこもりの高齢化および
長期化が深刻化しています。とりわけ、80代の親が50代の子を支える、いわゆる「8050
問題」は、極めて重大な社会課題となっています。ひきこもり支援に関する法制度と
しては、2010 年に施行された「子ども・若者育成支援推進法」がありますが、その
対象は 40 歳未満の若年層に限定されています。また、2015 年施行の「生活困窮者
自立支援法」では、「現に経済的に困窮し、最低限度の生活を維持することができな
くなるおそれのある者」に対象が限られており、これらの制度の隙間で支援を受けら
れない事例が生じています。さらに、国は、2022 年度から、相談支援・居場所づくり・
ネットワーク構築を一体的に行う「ひきこもり支援ステーション事業」を開始しまし
たが、その実施は一部の市町村にとどまっています。このような現状を踏まえ、ひき
こもり状態にあるすべての世代を支援の対象とし、必要な施策や支援体制を明文化し
て、全国どこでも必要な支援を受けられるよう、下記について要望します。

ひきこもり基本法の制定を求める意見書

記

１　ひきこもり状態にある当事者およびその家族に対して、当該者のニーズに応じた
　　伴走型の支援体制を整備すること。
２　「子ども・若者育成支援推進法」および「生活困窮者自立支援法」を柔軟に運用し、
　　ひきこもり状態にある人への具体的な支援が届くようにすること。
３　当面の措置として、厚生労働省の「ひきこもり支援推進事業」を全国の自治体が
　　法的義務として受け止め、積極的に取り組むようにすること。

　提出先　　　　衆 議 院 議 長　　　参 議 院 議 長
内閣総理大臣　　　財 務 大 臣
厚生労働大臣　　　内閣官房長官
孤独・孤立対策担当大臣　

意
見
書
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FMかしまで
一般質問のライブ放送を行っています！

いざという時のために、ラジオを身近に—
「76.7 メガヘルツ」エフエムかしまです！

エフエムかしまは地域のラジオ局として、災害時には各機関と連携し 
いち早く皆様へ情報を発信できるよう訓練しています。
災害はいつどこで起きるかわかりません。
生活にラジオを、防災にラジオを、もっと身近にラジオを————

　鹿嶋市議会の一般質問をエフエムかしまでライブ配

信しています。ラジオをお持ちでない方も、スマート

フォンやタブレット、パソコンなどから簡単に視聴で

きます。スマートフォンの方は左の二次元コードをカ

メラアプリで読み取るとすぐに聞くことができます。

76.7MHz
マスコットキャラクターの
ナルナちゃんが目印！

議案審議の流れ
本会議

議
案
上
程

委
員
長
報
告

説

明

質

疑

質

疑

討

論

採

決

議
案
審
査

本会議 委員会

議
案
を
会
議
の
議
題
と
し
、
審
議
の
対
象
と
す

る
こ
と
。

提
出
さ
れ
た
議
案
に
つ
い
て
、
提
出
者
が
提
案

理
由
及
び
内
容
等
を
説
明
す
る
こ
と
。

提
出
者
に
疑
義
を
た
だ
す
こ
と
。

委
員
長
が
、
委
員
会
で
の
審
査
経
過
及
び
結
果

を
報
告
す
る
こ
と
。

委
員
長
報
告
の
内
容
に
つ
い
て
、
委
員
長
に
対

し
、
議
員
が
疑
義
を
た
だ
す
こ
と
。

議
案
に
つ
い
て
、
議
員
が
反
対
あ
る
い
は
賛
成

の
意
見
を
表
明
す
る
こ
と
。

多
数
決
に
よ
っ
て
、
議
案
に
対
す
る
議
会
の
意

思
を
決
定
す
る
こ
と
。

各
委
員
会
が
分
担
し
て
議
案
を
専
門
的
、
詳
細

に
審
査
す
る
こ
と
。

HP：https://www.jcbasimul.com/fmkashima
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総
務
生
活
委
員
会
で
は
、
2
件

の
議
案
を
審
査
し
ま
し
た
。

 

主
な
質
疑
と
討
論

■
議
案
第
35
号　

財
産
の
減
額
譲
渡
に
つ
い
て

問
一
般
社
団
法
人
苺
の
経
営

状
態
は
ど
う
か
。

答
一
般
社
団
法
人
苺
は
、
公

告
し
た
入
札
参
加
資
格
を

満
た
し
て
お
り
、
ま
た
、
提
出
さ

れ
た
書
類
等
に
も
不
備
は
な
く
、

問
題
な
い
と
考
え
て
い
る
。
こ
れ

ま
で
も
千
葉
県
や
神
崎
町
の
許

認
可
を
得
て
、
障
害
者
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
の
経
営
や
居
宅
介
護
相
談

支
援
を
行
っ
て
い
る
。

問
転
売
に
対
す
る
制
限
は
、

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

の
か
。答

契
約
書
に
お
い
て
は
、
法

律
に
規
定
す
る
特
殊
営
業

な
ど
の
用
途
で
使
用
す
る
者
に
転

売
す
る
こ
と
、
暴
力
団
関
係
に
転

売
す
る
こ
と
を
禁
じ
て
い
る
が
、

そ
れ
以
外
の
者
に
転
売
す
る
こ
と

を
禁
じ
て
は
い
な
い
。
当
面
は
、

土
地
建
物
売
払
入
札
参
加
申
込
書

に
記
載
さ
れ
て
い
る
「
障
害
者
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
ま
た
は
賃
貸
ア

パ
ー
ト
」
以
外
の
目
的
に
供
さ
れ

る
こ
と
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

問
最
低
入
札
価
格
を
４
分
の

１
ま
で
落
と
し
た
根
拠
は

何
か
。答

市
が
解
体
す
る
よ
り
も
民

間
業
者
が
解
体
し
た
方
が

安
価
で
あ
る
と
判
断
し
、
ま
ず
民

間
業
者
へ
の
売
却
を
検
討
し
た
。

そ
の
た
め
、
最
低
入
札
価
格
を
大

幅
に
下
げ
て
入
札
を
実
施
し
た
。

意　
見

施
設
解
体
費
の
見
積
は
、複
数

者
か
ら
徴
取
す
る
こ
と
で
金
額
が

適
正
か
ど
う
か
確
認
す
べ
き
。

採
決
の
結
果
、議
案
第
35
号
及

び
議
案
第
36
号
は
全
会
一
致
を

も
っ
て
、原
案
の
と
お
り
可
決
す

べ
き
で
あ
る
と
決
定
し
ま
し
た
。

　

6
月
18
日
に
開
催
し
た
予
算
決

算
常
任
委
員
会
で
は
、補
正
予
算

3
件
に
つ
い
て
審
査
し
ま
し
た
。

 

主
な
質
疑

■
議
案
第
32
号　

令
和
7
年
度
鹿
嶋
市
一
般
会
計
補

正
予
算（
第
2
号
）

問
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
補

助
金
に
関
し
、補
助
対
象

と
な
る
浄
化
槽
の
設
置
基
数
お
よ

び
通
常
型
浄
化
槽
と
高
度
処
理
型

浄
化
槽
の
割
合
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
。

答
令
和
7
年
度
当
初
予
算
で

は
、転
換
分
の
み
を
対
象

に
19
基
分
を
計
上
し
て
い
た
が
、

今
回
の
補
正
に
よ
り
、国・県
の
補

助
の
負
担
割
合
の
見
直
し
を
行
い
、

転
換
分
を
18
基
と
し
た
上
で
、新

築
住
宅
な
ど
に
対
す
る
設
置
分
を

15
基
追
加
し
、合
計
で
33
基
分
の

予
算
と
し
た
。な
お
、北
浦
流
域
で

は
高
度
処
理
型
に
限
り
補
助
対
象

と
な
る
が
、33
基
分
の
内
訳
と
し

て
、通
常
型
を
16
基
、高
度
処
理
型

を
17
基
と
見
込
ん
で
い
る
。

問
ブ
ル
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進

事
業
に
お
け
る
魚
釣
園
の

欄
干
改
修
に
つ
い
て
、今
後
の
計

画
お
よ
び
国
の
補
助
金
交
付
決
定

の
時
期
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答
ブ
ル
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
補
助

金
は
ハ
ー
ド
事
業
よ
り
も

ソ
フ
ト
事
業
を
重
視
す
る
傾
向
が

あ
り
、ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト
の
バ
ラ

ン
ス
を
考
慮
し
つ
つ
交
付
申
請

を
し
て
い
る
。
今
回
の
改
修
で
約

2
2
0
メ
ー
ト
ル
の
整
備
が
完
了

す
る
が
、こ
の
ほ
か
に
改
修
が
必

要
と
判
断
さ
れ
る
部
分
は
約
30

メ
ー
ト
ル
で
、令
和
8
年
度
の
改

修
を
見
込
ん
で
い
る
。
交
付
時
期

に
つ
い
て
は
、例
年
こ
の
時
期
に

な
る
。

※
海
の
魅
力
を
体
験
す
る
海
洋
レ

ジ
ャ
ー
等
を
目
的
と
す
る
旅
行
の

こ
と
。

採
決
の
結
果
、全
て
の
議
案
に

つ
い
て
全
員
賛
成
で
、原
案
の
と

お
り
可
決
す
べ
き
で
あ
る
と
決
定

し
ま
し
た
。

財
産
の
減
額
譲
渡
に
つ
い
て
な
ど
を
審
査

一
般
会
計
の
補
正
予
算
を
2
件
、
報
告
1
件
を
審
査

総 務 生 活 委 員 会

予 算 決 算 常 任 委 員 会 ●
委
員
会
の
活
動
●

※
委
員
会
と
は
、
議
案
を
さ
ら
に
詳
細
に
審
査
す
る
機
関
で
、
鹿
嶋
市
議
会
に
は
4
つ
の
常
任
委
員
会
が
あ
り
ま
す
。
委
員
会
で

の
採
決
の
結
果
は
、
本
会
議
で
報
告
さ
れ
、
報
告
後
に
行
わ
れ
る
採
決
で
議
会
の
意
思
（
可
決
や
否
決
）
が
決
定
し
ま
す
。

※
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文
教
厚
生
委
員
会
で
は
、1
件

の
議
案
と
1
件
の
請
願
を
審
査
し

ま
し
た
。

 

主
な
質
疑

■
議
案
第
34
号

鹿
嶋
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
設

置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

問
老
朽
化
と
い
う
理
由
だ
け

で
入
浴
施
設
を
廃
止
し
て

よ
い
の
か
。
ま
た
、
廃
止
す
る
以

上
、
代
替
案
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答
入
浴
施
設
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
も
故
障
の
た
び

に
修
繕
費
を
か
け
て
対
応
し
て
き

た
が
、
運
営
に
係
る
コ
ス
ト
や
施

設
の
維
持
費
が
大
き
な
負
担
と

な
っ
て
い
る
こ
と
は
否
め
な
い
。

市
民
か
ら
い
た
だ
い
て
い
る
貴
重

な
財
源
を
特
定
の
利
用
者
だ
け
が

使
い
続
け
る
状
況
は
、
サ
ー
ビ
ス

の
公
共
性
や
公
平
性
の
観
点
か
ら

も
課
題
が
あ
る
。
代
替
案
と
し
て

は
、
市
内
に
公
設
の
入
浴
施
設
が

な
い
た
め
、
今
後
は
民
間
の
施
設

を
利
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
な

お
、
利
用
者
が
ほ
ぼ
固
定
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
特
定
の
方
へ
の

補
助
は
想
定
し
て
い
な
い
。

【
賛
成
討
論
】

施
設
の
老
朽
化
や
、
機
能
回
復

訓
練
に
つ
い
て
も
利
用
者
が
な
く
、

以
前
よ
り
行
っ
て
い
な
い
こ
と
か

ら
、
条
例
改
正
に
は
賛
成
す
る
。

し
か
し
、
入
浴
利
用
の
代
替
案

に
つ
い
て
は
、
今
後
、
検
討
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

【
反
対
討
論
】

施
設
の
老
朽
化
な
ど
に
よ
り
、

維
持
管
理
費
が
増
加
し
て
い
る
現

状
に
つ
い
て
は
理
解
す
る
も
の
の
、

利
用
者
数
も
少
な
く
な
い
中
で
の

廃
止
に
は
賛
成
で
き
な
い
。

採
決
の
結
果
、
議
案
第
34
号
は

賛
成
多
数
を
も
っ
て
、
原
案
の
と

お
り
可
決
す
べ
き
で
あ
る
と
決
定

し
ま
し
た
。
ま
た
、
令
和
７
年
請

願
第
２
号
に
つ
い
て
は
全
会
一
致

で
採
択
す
べ
き
で
あ
る
と
決
定
し

ま
し
た
。

都
市
経
済
委
員
会
で
は
、1
件

の
議
案
を
審
査
し
ま
し
た
。

 

主
な
質
疑

■
議
案
第
37
号

市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

【
議
案
概
要
】

住
宅
地
と
し
て
分
譲
す
る
こ
と
を

目
的
に
、開
発
行
為
に
よ
り
整
備

さ
れ
た
市
道
0
1
1
号
線
と
市
道

6
0
3
8
号
線
を
結
ぶ
道
路
の
整

備
が
完
了
し
た
た
め
、当
該
道
路

部
分
に
つ
い
て
市
道
と
し
て
認
定

す
る
も
の
。

問
市
道
認
定
に
際
し
、
市
の

財
政
負
担
は
あ
る
の
か
。

登
記
費
用
や
そ
の
負
担
に
つ
い
て

は
ど
う
か
。

答
市
は
、
事
業
者
が
道
路
、

排
水
路
な
ど
の
整
備
を

行
っ
た
後
、
寄
附
を
受
け
る
た
め

市
の
負
担
は
な
い
。
登
記
に
関
し

て
も
、
市
の
職
権
で
行
う
た
め
費

用
の
負
担
は
な
い
。

採
決
の
結
果
、議
案
第
37
号
は

全
会
一
致
を
も
っ
て
、原
案
の
と

お
り
可
決
す
べ
き
で
あ
る
と
決
定

し
ま
し
た
。

鹿
嶋
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
関
す
る
条
例
な
ど
を
審
査

市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て
審
査

文 教 厚 生 委 員 会 

都 市 経 済 委 員 会

番地先の表示

起点 終点

6423号線
大字宮中字神野附
4706番7地先

大字宮中字神野附
4706番14地先
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質問者 質問項目 ページ 質問者 質問項目 ページ

中 薗 　 薫
・オンラインカジノについて
・カジノ誘致について　

11 斉 藤 　 裕 樹
・若者への婚活支援について
・タブレット端末について

13

舛 井 　 明 宏 ・イノシシ被害への対策について 11 樋 口 　 龍 章
・観光誘致について
・防犯カメラを活用した安全対策
　について

14

栗 林 　 京 子

・こども家庭センター「りぼん」
　について
・ICTを活用した安全なまちづく　　
　りについて

12 菅 谷 　 毅
・幼稚園・保育施設再編方針につ
  いて
・健康アプリの導入について

14

横 山 　 揚 久
・物価高騰対応重点支援地方創生
　臨時交付金について

12 山 口 　 哲 秀 ・防災行政について 15

佐 藤 　 信 成
・広報かしまの新聞折込みについ
　て

13 立 原 　 弘 一 ・地域福祉推進委員制度について 15

【一般質問のYouTube配信】
一般質問の様子をYouTubeで録画配信
しています。
チャンネル名：鹿嶋市議会事務局

【本会議の音声公開】　　　　　　　　
本会議の音声データを会議録検索システ
ムに議事録が掲載されるまでの間、公開
しています。
ページID:14987

【会議録検索システム】
鹿嶋市議会のホームページ内にある会議
録検索システムで、各会議の議事録をご
覧いただけます。

本市議会の音声公開や YouTube 配信を行っています !
掲載した内容の詳細は、鹿嶋市議会のホームページにある「一般質問通告一覧」をご利用ください。

\ ここが知りたい !/

一 般 質 問
一般質問とは、議員が市政全般にわたり、市長などの執行機関に対し、事務の執行状況や将来に対する方針などに
ついて質問したり、または報告、説明を求めたりするものです。

　人の
議員が
登壇 !

10

URL：https://ssp.kaigiroku.net/tenant/kashima/pg/i ndex.html
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オ
ン
ラ
イ
ン
カ
ジ
ノ
に
つ
い
て

カ
ジ
ノ
誘
致
に
つ
い
て

　　
　
近
年
、オ
ン
ラ
イ
ン
カ
ジ
ノ
の

利
用
が
全
国
的
に
広
が
り
、未
成
年

者
の
ト
ラ
ブ
ル
や
依
存
症
が
社
会

問
題
と
な
っ
て
い
る
。特
に
若
い
世

代
は
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
ゲ
ー
ム

機
か
ら
も
簡
単
に
接
続
で
き
る
た

め
、ギ
ャ
ン
ブ
ル
に
接
す
る
リ
ス
ク

が
高
ま
っ
て
い
る
。ギ
ャ
ン
ブ
ル
に

関
す
る
教
育
や
啓
発
を
強
化
す
る

考
え
は
あ
る
か
。

　
　

教
育
委
員
会
事
務
局
部
長

教
育
委
員
会
事
務
局
部
長　

文
部
科
学
省
や
消
費
者
庁
が
作
成

し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
カ
ジ
ノ
に
関
す

る
啓
発
資
料
を
小
中
学
校
へ
周
知

し
、保
護
者
や
児
童
生
徒
に
も
メ
ー

ル
な
ど
で
情
報
提
供
を
行
っ
て
い

る
。
ま
た
、児
童
生
徒
へ
の
情
報
モ

ラ
ル
教
育
や
家
庭
で
の
ル
ー
ル
づ
く

り
も
促
進
し
て
お
り
、入
学
説
明
会

で
は
講
習
会
を
通
じ
て
ネ
ッ
ト
被

害
防
止
を
図
っ
て
い
る
。今
後
は
オ

ン
ラ
イ
ン
カ
ジ
ノ
に
つ
い
て
も
、講

習
に
加
え
る
よ
う
お
願
い
し
て
い

く
。

　
　
国
で
は
I
R（
統
合
型
リ
ゾ
ー

ト
）の
誘
致
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、

一
定
の
経
済
効
果
が
期
待
さ
れ
て

い
る
。
一
方
で
、ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存

症
の
増
加
や
、地
元
住
民
と
の
対
立

と
い
っ
た
課
題
も
懸
念
さ
れ
る
。こ

う
し
た
点
を
踏
ま
え
、I
R
や
カ
ジ

ノ
誘
致
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
伺
う
。

※
カ
ジ
ノ
、ホ
テ
ル
、国
際
会
議
場
、

エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
施
設
な
ど

が
一
体
と
な
っ
た
も
の
。

　
　
政
策
企
画
部
長

政
策
企
画
部
長　
現
在
、I
R

や
カ
ジ
ノ
誘
致
に
つ
い
て
、一
切

検
討
し
て
い
な
い
。
な
お
、I
R
や

カ
ジ
ノ
誘
致
の
よ
う
な
、市
民
生

活
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
政
策

決
定
に
あ
た
っ
て
は
、こ
れ
ま
で

と
同
様
に
、住
民
説
明
会
や
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
、パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
の
募
集
を
行
っ
て
い

く
こ
と
で
、公
正
か
つ
透
明
性
の

高
い
行
政
運
営
に
努
め
て
い
く
。

問

問

中
な か ぞ の

薗　 薫
かおる

議員

録画映像録画映像

答

答

イ
ノ
シ
シ
被
害
へ
の
対
策
に
つ

い
て

　　
　

イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
農
作
物
の

被
害
が
増
え
、市
民
か
ら
困
っ
て
い

る
と
い
う
話
を
聞
い
て
い
る
。出
没

件
数
や
被
害
の
現
状
を
伺
う
。

　
　

市
民
生
活
部
長

市
民
生
活
部
長　

令
和
６
年

度
の
捕
獲
数
は
1
0
7
頭
と
な
っ

て
い
る
。
ま
た
、人
里
近
く
で
は
生

息
数
が
増
え
や
す
く
、生
息
域
も
広

範
囲
で
あ
る
。人
的
被
害
の
報
告
は

受
け
て
い
な
い
が
、車
両
と
の
接
触

事
故
に
つ
い
て
は
令
和
６
年
度
に

４
件
報
告
さ
れ
て
い
る
。

　
　

経
済
振
興
部
長

　
　

経
済
振
興
部
長　

農
作
物
へ

の
被
害
は
、報
告
の
あ
っ
た
件
数
と

し
て
、令
和
６
年
度
は
21
件
で
、被

害
額
は
約
2
1
3
万
円
で
あ
り
、被

害
件
数
、被
害
額
は
年
々
増
加
し
て

い
る
。

　
　

イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
被
害
が
発

生
ま
た
は
発
生
す
る
お
そ
れ
の
あ

る
田
畑
、住
宅
に
隣
接
す
る
森
林
を

整
備
し
、人
里
に
近
づ
き
に
く
い
環

境
を
創
出
す
る
目
的
で
、森
林
環
境

譲
与
税
を
使
用
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

経
済
振
興
部
長

経
済
振
興
部
長　

森
林
環
境

譲
与
税
を
活
用
し
た
森
林
整
備
は
、

イ
ノ
シ
シ
の
田
畑
や
住
宅
へ
の
侵

入
を
抑
制
す
る
対
策
と
し
て
効
果

が
期
待
で
き
る
。
し
か
し
、整
備
場

所
の
判
断
が
難
し
い
こ
と
や
、イ
ノ

シ
シ
が
住
み
に
く
い
環
境
を
維
持

す
る
た
め
に
は
所
有
者
に
費
用
負

担
が
生
じ
る
こ
と
な
ど
の
課
題
も

あ
る
。
今
後
の
活
用
に
つ
い
て
は
、

保
健
保
安
林
の
保
全
や
森
林
体
験

事
業
な
ど
、効
果
的
な
活
用
を
図
る

と
と
も
に
、基
金
へ
の
積
立
も
進
め

て
い
く
。

 

意 

見
所
有
者
と
の
調
整
な
ど
、課
題
が
あ

る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
が
、自
分

の
持
つ
森
が
整
備
さ
れ
る
こ
と
を

あ
り
が
た
い
と
考
え
る
方
は
多
い
。

イ
ノ
シ
シ
被
害
の
改
善
に
向
か
う

の
で
あ
れ
ば
、市
民
や
農
家
に
と
っ

て
非
常
に
有
益
で
あ
る
。
ぜ
ひ
、こ

の
譲
与
税
を
効
果
的
に
活
用
す
る

前
向
き
な
行
動
を
お
願
い
し
た
い
。

問

問

舛
ま す い

井　明
あきひろ

宏 議員

録画映像録画映像

答答

答

※
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物
価
高
騰
が
続
き
、
市
民
の

生
活
は
逼
迫
し
て
お
り
、
そ
れ
に

対
応
す
る
た
め
、
物
価
高
騰
対
応

重
点
支
援
地
方
創
生
臨
時
交
付
金

が
支
給
さ
れ
て
い
る
が
、
令
和
６

年
度
の
市
へ
の
支
給
金
額
、
そ
れ

を
基
に
し
た
支
援
内
容
に
つ
い
て

伺
う
。

　
　

政
策
企
画
部
長

政
策
企
画
部
長　

令
和
６
年

度
の
交
付
金
に
つ
い
て
は
、
国
の

方
針
に
基
づ
き
、
低
所
得
者
世
帯

へ
の
給
付
金
事
業
を
中
心
に
、
６

月
の
第
１
号
補
正
予
算
で
は
定
額

減
税
調
整
給
付
金
及
び
住
民
税

均
等
割
の
み
課
税
世
帯
等
へ
の

給
付
、
１
月
に
行
っ
た
第
７
号

補
正
予
算
で
は
非
課
税
世
帯
等

へ
の
給
付
を
計
上
し
、
合
計
約

７
億
8
9
0
0
万
円
を
給
付
し
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。
加
え
て
、
昨

年
12
月
に
は
国
か
ら
交
付
限
度

額
１
億
1
4
6
0
万
3
0
0
0

円
の
提
示
が
あ
り
、
そ
の
う
ち

5
8
9
3
万
円
を
学
校
・
保
育

施
設
の
給
食
費
支
援
や
体
育

施
設
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
高

騰
対
策
に
活
用
し
た
。
残
る

5
5
6
7
万
3
0
0
0
円
は
今
年

度
に
繰
り
越
し
、
市
民
の
負
担
軽

減
に
資
す
る
事
業
と
し
て
速
や
か

に
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
　

本
年
度
も
引
き
続
き
交
付
金

が
支
給
さ
れ
る
こ
と
が
閣
議
決
定

さ
れ
て
い
る
。
本
年
度
分
お
よ
び

令
和
６
年
度
の
繰
越
分
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
な
支
援
計
画
を
立
て
て

い
る
の
か
伺
う
。

　
　
政
策
企
画
部
長　

政
策
企
画
部
長　
令
和
７
年
度

の
交
付
金
は
、
推
奨
事
業
メ
ニ
ュ
ー

枠
と
し
て
2
0
1
0
万
6
0
0
0

円
の
交
付
限
度
額
が
示
さ
れ
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。
現
時
点
で
は
具
体

的
な
事
業
は
未
定
で
あ
る
が
、
物

価
高
騰
へ
の
対
応
は
引
き
続
き
重

要
な
行
政
課
題
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
。
こ
の
た
め
、
令
和
６
年

度
の
繰
越
分
も
あ
わ
せ
て
、
物
価

高
騰
の
影
響
を
受
け
る
市
民
へ
の

速
や
か
な
支
援
に
向
け
、
効
果
的

な
執
行
を
努
め
て
い
く
。

　
　
令
和
７
年
４
月
に「
鹿
嶋
市
子

ど
も
計
画
」が
策
定
さ
れ
、そ
れ
に

伴
い
、こ
ど
も
・
子
育
て
支
援
を
総

合
的
に
推
進
す
る
た
め
、こ
ど
も
家

庭
セ
ン
タ
ー「
り
ぼ
ん
」が
設
立
さ

れ
た
。現
在
の
運
用
状
況
や
課
題
に

つ
い
て
伺
う
。

　
　

健
康
福
祉
部
長

健
康
福
祉
部
長　

こ
ど
も
家

庭
セ
ン
タ
ー「
り
ぼ
ん
」は
、今
年
度

か
ら
母
子
保
健
と
児
童
福
祉
の
２

部
門
を
統
合
し
、充
実
発
展
さ
せ
た

組
織
で
あ
る
。専
門
ス
タ
ッ
フ
と
し

て
母
子
保
健
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、

保
健
師
、社
会
福
祉
士
、保
育
士
等

を
配
置
し
、妊
娠・出
産
期
か
ら
、お

子
さ
ん
の
特
性
に
合
わ
せ
た
支
援

の
ほ
か
、家
庭
環
境
を
含
め
た
相
談

に
対
応
し
て
い
る
。
今
後
は
、更
な

る
専
門
職
の
配
置
に
よ
る
相
談
体

制
の
強
化
策
や
、オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ

る
相
談
体
制
の
活
用
に
つ
い
て
も
、

情
報
収
集
を
行
っ
て
い
く
。

　
　

市
民
が
道
路
や
公
園
の
不
具

合
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
通
報
で

き
る
仕
組
み
と
し
て
、ロ
ゴ
フ
ォ
ー

ム
に
よ
る
受
付
が
あ
る
。
し
か
し
、

運
用
開
始
か
ら
３
年
間
で
の
通
報

件
数
は
80
件
に
と
ど
ま
り
、活
用
は

限
定
的
で
あ
る
。ロ
ゴ
フ
ォ
ー
ム
以

外
に
、市
民
が
通
報
で
き
る
仕
組
み

は
あ
る
の
か
。

　
　
都
市
整
備
部
長

都
市
整
備
部
長　
ロ
ゴ
フ
ォ
ー

ム
が
唯
一
の
I
C
T
通
報
手
段
で

あ
り
、利
用
の
た
び
に
氏
名
や
連
絡

先
の
入
力
が
必
要
で
は
あ
る
が
、ス

ム
ー
ズ
に
利
用
で
き
る
も
の
と
考

え
て
い
る
。
ま
た
、新
た
な
ア
プ
リ

の
導
入
に
は
、開
発
や
運
用
、維
持

に
係
る
コ
ス
ト
が
伴
う
こ
と
か
ら
、

ま
ず
は
現
行
の
ロ
ゴ
フ
ォ
ー
ム
の

活
用
促
進
を
図
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
。
そ
の
た
め
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

上
で
の
案
内
を
よ
り
分
か
り
や
す

く
す
る
と
と
も
に
、S
N
S
な
ど
を

活
用
し
、周
知
に
努
め
て
い
く
。

【
こ
ん
な
質
問
も
あ
り
ま
し
た
】

・保
育
士
の
確
保
に
つ
い
て

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
「
り
ぼ

ん
」
に
つ
い
て

I
C
T
を
活
用
し
た
安
全
な
ま

ち
づ
く
り
に
つ
い
て

物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
地
方

創
生
臨
時
交
付
金
に
つ
い
て

横
よこやま

山　揚
やすひさ

久 議員

栗
くりばやし

林　京
きょうこ

子 議員

質問

録画映像録画映像

録画映像録画映像

問

問

問

問

答

答

答

答
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広
報
か
し
ま
の
新
聞
折
込
み
に

つ
い
て

　　
　

特
定
の
新
聞
購
読
者
に
広
報

紙
が
配
布
さ
れ
な
い
の
は
問
題
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。今
年
5
月
か

ら
、日
経
新
聞・東
京
新
聞・産
経
新

聞
に
は「
広
報
か
し
ま
」の
折
込
み

が
行
わ
れ
な
く
な
っ
た
が
、そ
の
理

由
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

政
策
企
画
部
長

政
策
企
画
部
長　
「
広
報
か
し

ま
」に
つ
い
て
は
、こ
れ
ま
で
紙
媒

体
と
デ
ジ
タ
ル
媒
体
の
両
方
を
活

用
し
た
情
報
発
信
の
在
り
方
を
検

討
し
て
き
た
。当
初
は
新
聞
折
込
み

を
す
べ
て
廃
止
し
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
S
N
S
、行
政
委
員
に
よ
る
回

覧
、公
共
施
設
な
ど
へ
の
配
架
の
み

に
切
り
替
え
る
案
も
あ
っ
た
が
、情

報
の
周
知
に
影
響
が
出
る
可
能
性

や
、市
民
へ
の
負
担
増
が
懸
念
さ
れ

た
こ
と
か
ら
、全
面
的
な
廃
止
は
見

送
り
、ま
ず
は
購
読
者
の
少
な
い
新

聞
か
ら
折
込
み
を
削
減
し
、試
験
的

に
実
施
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　

特
定
の
新
聞
へ
の
折
込
み
を

や
め
る
こ
と
は
、平
等
の
原
則
に
反

し
て
い
る
と
考
え
る
が
、市
の
見
解

を
伺
う
。

　
　

政
策
企
画
部
長

政
策
企
画
部
長　

平
等
の
原

則
は
、行
政
が
不
合
理
な
差
別
を

せ
ず
、す
べ
て
の
住
民
に
公
平
で

あ
る
べ
き
と
い
う
基
本
的
な
考
え

方
で
あ
り
、市
と
し
て
も
遵
守
す

べ
き
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。
一

方
で
、行
政
サ
ー
ビ
ス
の
手
段
は

一
律
で
な
く
、目
的
や
予
算
な
ど

を
総
合
的
に
考
慮
し
、最
も
効
果

的
か
つ
効
率
的
な
方
法
を
選
ぶ
こ

と
が
求
め
ら
れ
る
。
今
回
の
対
応

は
、購
読
者
の
少
な
い
新
聞
の
折

込
み
を
試
験
的
に
見
送
っ
た
も
の

で
、多
様
な
情
報
提
供
手
段
を
講
じ

て
い
る
こ
と
か
ら
一
定
の
合
理
性

が
あ
る
と
判
断
し
て
い
る
。
し
か

し
、議
員
か
ら
の
ご
指
摘
や
市
民
の

皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見

を
踏
ま
え
、３
紙
へ
の
折
込
み
再

開
に
向
け
て
調
整
を
進
め
て
い
る
。

【
こ
ん
な
質
問
も
あ
り
ま
し
た
】

・予
算
枠
の
設
定
に
つ
い
て

問

問

佐
さ と う

藤　信
のぶなり

成 議員

録画映像録画映像

答

答

若
者
へ
の
婚
活
支
援
に
つ
い
て

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
に
つ
い
て

　　
　
本
市
の
人
口
は「
2
0
2
2
年

版
鹿
嶋
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」の
予
測

値（
６
万
5
1
3
9
人
）を
下
回
る

６
万
4
2
2
8
人
と
な
っ
て
い
る
。

人
口
減
少
の
本
質
的
な
課
題
は「
未

婚
化
」と
考
え
る
。
未
婚
世
代
へ
の

支
援
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

政
策
企
画
部
長

政
策
企
画
部
長　

い
ば
ら
き

出
会
い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
活

動
が
展
開
さ
れ
、市
は
そ
の
負
担
金

を
支
出
し
て
い
る
こ
と
か
ら
市
独

自
の
婚
活
イ
ベ
ン
ト
は
令
和
４
年

度
を
最
後
に
廃
止
し
た
。
現
在
、若

者
向
け
の
取
組
は
実
施
し
て
い
な

い
。
結
婚
や
出
産
を
た
め
ら
う
要

因
は
、経
済
的
な
不
安
や
子
育
て
環

境
な
ど
多
く
あ
り
、個
人
で
解
決
で

き
る
も
の
ば
か
り
で
は
な
い
。そ
の

た
め
行
政
と
し
て
は
、社
会
保
障
に

関
す
る
制
度
設
計
や
働
き
方
改
革

の
推
進
な
ど
、よ
り
根
本
的
な
課
題

に
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
だ
と
考

え
て
い
る
。

　
　

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
が
破
損
し

た
際
の
修
理
費
用
は
保
護
者
に
と
っ

て
大
き
な
負
担
で
あ
る
。対
策
に
つ

い
て
伺
う
。

　
　

教
育
委
員
会
事
務
局
部
長

教
育
委
員
会
事
務
局
部
長　

来
年
９
月
に
予
定
し
て
い
る
端
末

更
新
時
に
は
、保
護
者
の
負
担
軽
減

を
図
る
観
点
か
ら
、保
険
の
加
入
や

メ
ー
カ
ー
保
証
の
延
長
な
ど
、本
市

の
実
情
に
合
っ
た
制
度
設
計
を
慎

重
に
検
討
し
て
い
る
。機
種
選
定
に

お
い
て
は
耐
久
性
の
高
い
モ
デ
ル

の
導
入
を
重
視
し
、児
童
生
徒
へ
の

使
用
方
法
の
指
導
も
継
続
し
て
い

る
。
ま
た
、低
学
年
に
は
端
末
専
用

ス
ペ
ー
ス
付
き
ラ
ン
ド
セ
ル
を
導

入
し
、破
損
リ
ス
ク
の
軽
減
に
努
め

て
い
る
。
今
後
も
、保
護
者
や
学
校

現
場
の
意
見
を
伺
い
な
が
ら
、Ｉ
Ｃ

Ｔ
環
境
が
よ
り
よ
く
持
続
可
能
な

も
の
と
な
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

【
こ
ん
な
質
問
も
あ
り
ま
し
た
】

・タ
ブ
レ
ッ
ト
活
用
に
よ
る
健
康
面

 

へ
の
影
響
に
つ
い
て

問

問

斉
さいとう

藤　裕
ひ ろ き

樹 議員

録画映像録画映像

答

答
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急
激
な
幼
児
数
の
減
少
を
受

け
、
昨
年
、
鹿
嶋
市
公
立
幼
稚
園
・

保
育
施
設
再
編
方
針
が
見
直
さ
れ

た
も
の
と
認
識
し
て
い
る
が
、
少

子
化
は
さ
ら
に
進
行
し
て
い
る
。

昨
年
の
見
直
し
以
降
の
幼
児
数
の

現
状
と
、
今
後
の
対
応
に
つ
い
て

伺
う
。

　
　

教
育
長

教
育
長　

当
初
の
再
編
方
針

で
は
、
老
朽
化
し
て
い
る
施
設
を

統
合
し
、
新
た
な
認
定
こ
ど
も
園

を
整
備
す
る
計
画
と
し
て
い
た
が
、

出
生
数
が
急
激
に
減
少
し
て
い
る

現
状
か
ら
、
令
和
５
年
度
に
中
間

見
直
し
を
行
っ
た
。
令
和
７
年
度

は
、
公
立
幼
稚
園
全
て
（
４
園
）

で
新
入
園
児
が
10
人
以
下
と
な
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
令
和
８
年
４

月
の
入
園
者
数
に
よ
っ
て
は
、
閉

園
の
検
討
対
象
と
な
る
施
設
が
発

生
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
今
後
も

園
児
数
の
減
少
に
対
応
し
、
再
編

方
針
に
つ
い
て
は
随
時
見
直
し
を

行
っ
て
い
く
。

　
　

福
島
県
伊
達
市
で
は
、
県
の

健
康
ア
プ
リ
と
連
携
し
、
独
自
ポ

イ
ン
ト
を
付
与
す
る
こ
と
で
、
市

民
の
健
康
促
進
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
本
市
に
お
い
て
も
健
康
や
フ

レ
イ
ル
予
防
の
観
点
か
ら
、
ア
プ

リ
の
導
入
を
検
討
で
き
な
い
か
。

　
　

健
康
福
祉
部
長　

健
康
福
祉
部
長　

新
た
に
市

単
独
で
開
発
・
導
入
す
る
と
い
う

よ
り
は
、
既
に
制
度
化
さ
れ
て
い

る
茨
城
県
の
健
康
ア
プ
リ
「
元
気

ア
っ
プ
!
リ
い
ば
ら
き
」
を
こ
れ

ま
で
以
上
に
活
用
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。
ア
プ
リ
は
歩
数
や
健
診

受
診
、
講
演
会
参
加
な
ど
に
応
じ

て
ポ
イ
ン
ト
が
付
与
さ
れ
、
抽
選

で
特
産
品
な
ど
が
当
た
る
仕
組
み

と
な
っ
て
お
り
、
本
市
で
も
こ
れ

ま
で
市
主
催
事
業
を
ポ
イ
ン
ト
付

与
の
対
象
と
し
て
登
録
し
て
き
た
。

な
お
、
現
状
で
は
ま
だ
ま
だ
登
録

者
が
少
な
い
こ
と
か
ら
、
今
後
も

積
極
的
な
周
知
に
努
め
て
い
く
。

　
　

本
市
が
題
材
と
な
っ
た
番
組

が
Ｎ
Ｈ
Ｋ
や
民
放
を
問
わ
ず
放
映

さ
れ
る
機
会
が
増
え
て
い
る
。過
去

に
市
内
で
撮
影
さ
れ
た
番
組
に
つ

い
て
も
、そ
の
情
報
を
発
信
す
る
こ

と
で
、こ
こ
に
行
っ
て
み
た
い
と
考

え
る
来
訪
者
が
増
え
る
と
思
う
が
、

そ
の
た
め
に
は
、過
去
の
実
績
を
取

り
ま
と
め
、観
光
誘
致
に
活
用
す
べ

き
だ
。市
の
見
解
を
伺
う
。

　
　

経
済
振
興
部

経
済
振
興
部
長長　

本
市
を
題

材
と
し
た
放
送
に
つ
い
て
は
、市
へ

の
相
談
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、各

年
度
の
実
績
を
取
り
ま
と
め
て
い

る
。
こ
れ
ま
で
は
放
送
前
の
周
知

に
と
ど
ま
り
、そ
の
後
の
活
用
に
は

至
っ
て
い
な
い
の
が
実
情
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、議
員
ご
提
案
の
と

お
り
、本
市
を
訪
れ
る
方
の
中
に
は
、

過
去
に
撮
影
さ
れ
た
お
店
や
場
所

を
見
て
、こ
こ
に
行
っ
て
み
よ
う
と

考
え
る
方
も
い
る
と
想
定
さ
れ
る
。

今
後
は
、著
作
権
な
ど
の
権
利
関
係

を
確
認
の
う
え
、テ
レ
ビ
放
送
後
や

映
画
上
映
後
に
お
い
て
も
効
果
的

な
活
用
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　
　
子
ど
も
た
ち
を
守
る
た
め
、防

犯
カ
メ
ラ
を
活
用
し
た
安
全
対
策

が
注
目
さ
れ
て
い
る
。小
中
学
校
や

通
学
路
に
お
け
る
防
犯
カ
メ
ラ
の

設
置
状
況
と
整
備
方
針
に
つ
い
て

伺
う
。

　
　

教
育
委
員
会
事
務
局
部
長

教
育
委
員
会
事
務
局
部
長　

通
学
路
へ
の
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置

に
つ
い
て
は
、プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
懸

念
や
機
器
の
維
持
管
理
に
関
す
る

技
術
的
課
題
等
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

現
時
点
で
設
置
す
る
予
定
は
な
い
。

一
方
、小
中
学
校
に
つ
い
て
は
、小

学
校
は
１
２
校
中
７
校
、中
学
校
は

５
校
中
４
校
が
設
置
済
み
と
な
っ

て
い
る
。
今
後
は
、大
規
模
改
造
工

事
と
合
わ
せ
た
整
備
を
基
本
と
し

な
が
ら
も
、で
き
る
限
り
早
期
に
整

備
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

【
こ
ん
な
質
問
も
あ
り
ま
し
た
】

・
市
内
小
中
学
校
へ
の
エ
ア
コ
ン
の

整
備
に
つ
い
て

観
光
誘
致
に
つ
い
て

防
犯
カ
メ
ラ
を
活
用
し
た
安
全

対
策
に
つ
い
て

幼
稚
園
・
保
育
施
設
再
編
方
針

に
つ
い
て

健
康
ア
プ
リ
の
導
入
に
つ
い
て

菅
す が や

谷　 毅
つよし

議員

樋
ひ ぐ ち

口　龍
たつあき

章 議員

質問

録画映像録画映像

録画映像録画映像

問

問

問

問

答

答

答

答
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防
災
行
政
に
つ
い
て

　　
　

職
員
へ
の
受
援
計
画
内
容
の

周
知
や
、計
画
に
基
づ
く
訓
練
の
実

施
な
ど
を
通
じ
て
、受
援
計
画
の
実

効
性
を
確
保
す
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
。本
市
に
お
け
る
取
組
状
況
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　

市
民
生
活
部
長

市
民
生
活
部
長　

令
和
２
年

12
月
に
鹿
嶋
市
災
害
時
受
援
計
画

を
策
定
し
、大
規
模
災
害
発
生
時
に

外
部
支
援
を
円
滑
に
受
け
入
れ
る

体
制
を
整
備
し
て
い
る
。
現
在
は
、

警
察
、消
防
、自
衛
隊
、災
害
協
定

企
業
と
連
携
し
防
災
訓
練
を
実
施

し
て
い
る
ほ
か
、応
援
者
の
活
動
ス

ペ
ー
ス
確
保
や
庁
舎
の
使
用
困
難

時
に
つ
い
て
も
検
討
を
進
め
て
い

る
。
今
後
は
、迅
速
か
つ
適
切
な
対

応
が
で
き
る
よ
う
、適
宜
計
画
を
見

直
す
な
ど
、受
援
体
制
の
強
化
に
努

め
て
い
く
。

※
大
規
模
災
害
発
生
時
に
被
災
し

た
自
治
体
が
、他
の
自
治
体
や
団
体

か
ら
の
支
援
を
円
滑
に
受
け
入
れ

る
た
め
の
計
画

　
　

こ
れ
ま
で
国
の
機
関
で
し
か

利
用
が
で
き
な
か
っ
た
総
合
防
災

情
報
シ
ス
テ
ム
を
、地
方
自
治
体
で

も
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
。本
市
の
災
害
対
応
に
ど

の
よ
う
な
効
果
が
期
待
さ
れ
る
か
。

　
　

市
民
生
活
部
長

市
民
生
活
部
長　

総
合
防
災

情
報
シ
ス
テ
ム
は
令
和
６
年
４
月

か
ら
運
用
が
開
始
さ
れ
て
お
り
、災

害
情
報
を
地
理
空
間
情
報
と
し
て

共
有
す
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
被

災
状
況
を
早
期
に
把
握
・
推
計
し
、

被
害
の
全
体
像
の
把
握
を
支
援
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
こ

れ
に
よ
り
、情
報
共
有
の
精
度
が

高
ま
り
、災
害
対
応
力
の
強
化
が

期
待
さ
れ
る
。
今
後
は
、研
修
内
容

や
国
・
県
の
動
向
を
踏
ま
え
、他
自

治
体
と
連
携
し
な
が
ら
、新
シ
ス

テ
ム
を
効
果
的
に
運
用
し
、防
災

対
応
力
の
向
上
に
努
め
て
い
く
。

【
こ
ん
な
質
問
も
あ
り
ま
し
た
】

・A
E
D
の
普
及
啓
発
に
つ
い
て

問

問

山
やまぐち

口　哲
てつひで

秀 議員

録画映像録画映像

答

答

地
域
福
祉
推
進
委
員
制
度
に
つ

い
て

　　
　

地
域
福
祉
推
進
委
員
制
度
は
、

30
年
に
わ
た
り
鹿
嶋
市
に
根
づ
き
、

地
域
密
着
型
の
福
祉
と
し
て
大
き

な
意
義
を
果
た
し
て
き
た
制
度
で

あ
る
。地
域
に
お
け
る
福
祉
の
担
い

手
と
し
て
定
着
し
て
き
た
こ
の
制

度
を
廃
止
す
る
方
針
が
示
さ
れ
た

が
、今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

健
康
福
祉
部
長

健
康
福
祉
部
長　

地
域
福
祉

推
進
委
員
の
皆
さ
ん
が
、発
足
時
か

ら
現
在
に
至
る
ま
で
ひ
と
り
暮
ら

し
高
齢
者
の
見
守
り
を
始
め
、地
区

社
協
ほ
か
公
民
館
の
運
営
支
援
な

ど
多
く
の
役
割
を
担
っ
て
き
た
こ

と
は
十
分
認
識
し
て
い
る
。 

し
か
し
、

制
度
開
始
か
ら
既
に
30
年
以
上
が

経
過
し
、高
齢
化
の
進
展
や
国
に
よ

る
介
護
保
険
制
度
の
創
設
な
ど
、高

齢
者
を
取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く

変
化
し
て
き
た
こ
と
か
ら
、今
回
、

時
代
の
変
化
に
応
じ
た
持
続
可
能

な
仕
組
み
へ
の
転
換
が
必
要
と
判

断
し
、抜
本
的
な
見
直
し
を
行
う
こ

と
と
し
た
。

　
　

現
行
の
地
域
福
祉
推
進
委
員

20
名
体
制
を
廃
止
し
、看
護
師
等
の

専
門
職
4
名
体
制
へ
と
移
行
す
る

方
針
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、長
年
積

み
上
げ
て
き
た
こ
の
体
制
を
段
階

的
な
移
行
や
現
行
体
制
と
の
併
用

を
行
う
こ
と
な
く
、新
制
度
に
一
本

化
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、市
は
ど
の

よ
う
に
判
断
し
て
い
る
の
か
。

　
　

健
康
福
祉
部
長

健
康
福
祉
部
長　

令
和
８
年

度
か
ら
は
、本
市
の
高
齢
化
等
の
進

展
を
踏
ま
え
、今
後
の
対
応
を
見
据

え
た
新
た
な
対
応
と
し
て
介
護
保

険
制
度
を
活
用
し
た
専
門
職
に
よ

る
訪
問
サ
ー
ビ
ス
へ
大
き
く
舵
を

取
っ
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、現
行
体
制
と
の
併
用
は
考

え
て
い
な
い
。
引
き
続
き
、関
係
部

署
が
一
丸
と
な
っ
て
準
備
を
進
め

て
い
く
。

【
こ
ん
な
質
問
も
あ
り
ま
し
た
】

・学
校
の
統
廃
合
に
つ
い
て

・コ
メ
不
足
対
策
に
つ
い
て

問

問

録画映像録画映像

答

答

※

立
たちはら

原　弘
ひろいち

一 議員
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平
井
小
学
校

平
井
小
学
校
66
年
生
年
生  

　
　
　
　
宮宮み
や
う
ち

み
や
う
ち内内    

優優う

た

う

た多多  

さ
ん
さ
ん

み
ん
な
を
励
ま
せ
る

み
ん
な
を
励
ま
せ
る

  

先
生
に
な
り
た
い

先
生
に
な
り
た
い

将
来
の
夢
は
、小
学
校
の

先
生
に
な
る
こ
と
で
す
。
こ

の
夢
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た

き
っ
か
け
は
、平
井
小
学
校

の
先
生
が
い
つ
も
一
生
懸
命

に
教
え
て
く
れ
る
姿
や
、校

長
先
生
が
毎
朝
笑
顔
で
声
を

か
け
て
く
れ
る
姿
を
見
て
、

自
分
も
明
る
く
、ど
ん
な
子

で
も
励
ま
せ
る
先
生
に
な
り

た
い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

夢
を
叶
え
る
た
め
に
、普
段

か
ら
相
手
の
目
を
見
て
話
す

こ
と
や
、笑
顔
で
相
づ
ち
を

打
つ
こ
と
を
大
切
に
し
て
い

ま
す
。
話
を
じ
っ
く
り
聞
く

こ
と
で
、相
手
の
気
持
ち
に

寄
り
添
え
る
よ
う
努
力
し
て

い
ま
す
。

鹿
嶋
市
の
魅
力
を
も
っ
と

多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
う

た
め
に
、鹿
嶋
の
海
を
P
R

し
て
ほ
し
い
で
す
。
海
の
イ

ベ
ン
ト
が
増
え
て
、家
族
や

友
達
と
楽
し
め
る
場
が
で
き

れ
ば
、地
元
へ
の
愛
着
も
も
っ

と
深
ま
る
と
思
い
ま
す
。

私
た
ち
議
員
も
、優
多
さ
ん

の
よ
う
に
地
域
の
未
来
を
真

剣
に
考
え
て
い
る
子
ど
も
た

ち
の
声
を
、し
っ
か
り
受
け

止
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
、素
晴
ら

し
い
夢
に
向
か
っ
て
頑
張
っ

て
く
だ
さ
い
!

　
　
　
（
横
山
委
員
長
、

中
薗
副
委
員
長
）

―鹿嶋っ子の夢、　　　　　応援しています―きかせて !あなたの夢
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この枠に広告を掲載します。
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議 T P C会 O I S

市長へ意見書を提出しました!

田口市長（下段中央左）に意見書を手渡す
内田議長（下段中央右）と河津副議長（下段左）

　詳細はこちら


